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p.2

ソニックブームとは

超音速で飛行する航空機の胴体や翼、エンジンナセルなどから発生

する衝撃波が、大気中を伝播するにつれて統合し、地上に到達する際

に２度の急激な圧力上昇を引き起こす現象。コンコルドのソニックブー

ムは雷の音に匹敵し、ＦＡＡ（米国連邦航空局）により地上上空での飛

行は禁止された。

ソニックブームとは？

低ブーム超音速機コンコルド

地上

波が統合して強い爆音に

ド・ドーン ド・ドン

前方・後方の波の統合を
抑えて静粛化

落雷の音 ～ ノックの音へ

ブーム強度
2psf以上

90dBA以上

ブーム強度
0.5psf以下
70dBA以下

psf ： 圧力の単位（1平方フィート当たりの力[lbf/ft2] ）
dBA：騒音の単位（A特性聴感補正デシベル値）



p.3 低ソニックブーム設計効果
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NEXST-1のソニックブーム



p.4 参考

コンコルド
ブーム強度
2～3 psf（lbf/ft2）

（航空宇宙工学便覧第２版より）

低ブーム設計目標
ブーム強度
0.5 psf（lbf/ft2）以下
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